
筑
紫
（
九
州
）
の
万
葉
集
と
風
景
画
シ
リ
ー
ズ
（
第
４
９
回
）

遣け
ん

新
羅
使

し

ら

ぎ

し

と
万
葉
集
（
そ
の
４
）

「
瀬
戸
内
海
・
大
島
の
鳴
門
（
大
畠
瀬
戸
）」

天
平
八
年
（
七
三
六
年
）、
出
帆
の
準
備
に
と
ま
ど
っ
た
の
か
遣
新
羅
使
ら
は
葦あ

し

が
散
る
晩
夏
六
月
に
難
波
の
港
を
よ
う
や
く
古
来
の
海
上
交
通
路
で
あ
っ
た

瀬
戸
内
海
航
路
を
西
下
し
、
筑
紫
よ
り
も
は
る
か
に
遠
い
新
羅
を
目
指
し
て
出

帆
し
て
い
る
。
万
葉
集
・
巻
１
５
に
は
難
波
津
の
出
航
時
か
ら
日
を
追
い
、
瀬

戸
内
海
を
西
航
し
た
歌
が
並
ん
で
い
る
。
前
半
に
は
「
難
波
津
」
を
船
出
し
、

海
路
の
途
上
や
折
々
の
寄
港
地
な
ど
を
順
次
、「
敏み

ぬ

馬ま

（
現
神
戸
市
灘
区
推
定
」」

「
淡
路
島
」
「
明
石
の
浦
」
「
家
島
」「
玉
の
浦
」
な
ど
と
地
名
を
あ
げ
て
景
観

な
ど
を
旅
日
記
風
の
詠
み
方
を
し
て
い
る
。

「
瀬
戸
内

せ

と

う

ち

」
と
い
う
と
今
日
の
機
械
船
に
よ
り
風
光
明
媚
な
静
か
な
海
と
１
２

時
間
余
り
で
大
阪
と
九
州
（
門
司
）
を
結
ぶ
快
適
な
旅
路
と
は
異
な
り
、
林
田

正
男
著
「
万
葉
の
歌
」
で
は
当
時
の
遣
新
羅
使
の
一
行
は
、
瀬
戸
内
の
航
路
に

約
ひ
と
月
か
か
っ
て
い
る
と
記
さ
れ
て
い
る
。

・
遣
新
羅
使
た
ち
一
行
の
乗
船
し
た
船
は
「
眞ま

楫か
ぢ

繁
貫

し

じ

ぬ

き
船
」
で
あ
る
と
万
葉

集
に
収
録
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
船
は
船
の
左
右
に
そ
ろ
っ
た
櫂
（
か
い
～
船



を
進
め
る
た
め
の
人
力
水
進
具
）
を
た
く
さ
ん
取
り
付
け
た
手
こ
ぎ
の
木
造
船

で
船
舶
の
構
造
や
航
海
術
か
ら
み
て
、
水
手

か

こ

（
船
乗
り
）
の
漕
ぐ
力
よ
り
も
、

も
っ
ぱ
ら
潮
流
と
風
を
た
よ
り
に
し
た
航
海
で
あ
っ
た
ろ
う
と
の
説
が
あ
る
。

・
瀬
戸
内
海
は
灘
や
湾
と
呼
ば
れ
る
比
較
的
広
い
海
域
と
、
瀬
戸
や
海
峡
と
呼

ば
れ
る
狭
い
水
路
で
繋
が
っ
た
複
雑
な
構
造
を
し
て
お
り
、
外
洋
か
ら
隔
っ
た

内
海
は
、
潮
の
干
満
差
が
大
き
く
、
潮
流
が
速
い
こ
と
で
も
知
ら
れ
て
い
る
。

・
難
波
津
を
出
航
し
た
遣
新
羅
使
一
行
の
瀬
戸
内
海
の
第
一
の
関
門
は
明
石
海

峡
で
あ
っ
た
。
幅
四
キ
ロ
足
ら
ず
の
こ
の
海
峡
は
潮
流
の
最
高
速
度
は
海
上
保

安
の
調
べ
で
は
西
流
七
・
一
ノ
ッ
ト
（
時
速
十
三
キ
ロ
）、
東
流
五
・
六
ノ
ッ

ト
（
時
速
十
・
四
キ
ロ
）
と
観
測
さ
れ
、
古
代
か
ら
海
の
難
所
と
い
わ
れ
る
。

・
瀬
戸
内
航
路
で
、
そ
の
明
石
海
峡
に
も
劣
ら
な
い
と
い
わ
れ
て
い
た
難
所
は

筑
紫
（
九
州
）
の
入
口
、
門
司
か
ら
約
１
６
０
キ
ロ
東
に
位
置
し
、
万
葉
集
に

「
大
島
の
鳴
門
」
と
詠
ま
れ
て
い
る
現
在
の
「
大
畠
の
瀬
戸
」
で
あ
る
。

・
大
畠
の
瀬
戸
は
山
口
県
東
部
に
位
置
す
る
柳
井
市
大
畠
地
区
と
南
東
の
瀬
戸

内
海
に
浮
か
ぶ
周
防
大
島
（
屋
代
島
と
も
呼
ば
れ
る
。）
の
間
の
瀬
戸
を
い
い
、

阿
波
の
鳴
門
と
な
ら
ぶ
激
し
い
潮
流
で
知
ら
れ
る
。



（
写
生
地
）
瀬
戸
内
海
に
浮
か
ぶ
山
口
県
大
島
郡
の
周
防
大
島
（
屋
代
島
）
か

ら
対
岸
の
本
土
の
山
口
県
柳
井
市
の
間
に
あ
る
「
大
畠
瀬
戸
」
は
万
葉
集
で
は

「
大
島
の
鳴
門
」
と
詠
ま
れ
る
。
潮
流
が
速
く
、
日
本
三
大
潮
流
の
一
つ
に
数

え
ら
れ
る
。

「
大
畠
瀬
戸
」
と
昭
和
五
十
一
（
１
９
７
６
）
年
に
完
通
し
た
大
畠
瀬
戸
に
架

か
る
大
島
大
橋
（
全
長
１,

０
２
０
ｍ
）
を
描
く
。（
杏

花
）



・
万
葉
集
に
「
大
島
の
鳴
門
」
を
遣
新
羅
使
が
詠
っ
た
次
の
歌
が
あ
る
。

「
大
島
の
鳴
門
を
過
ぎ
て
再
宿

ふ

た

よ

を
経
て
後
に
、
追
ひ
て
作
る
歌
二
首
」

こ
れ
や
こ
の

名
に
負お

ふ

鳴
門

な

る

と

の

渦
潮

う
ず
し
ほ

に

玉た
ま

藻も

刈か

る
と
ふ

海
人
娘

あ

ま

を

と

子め

ど
も

巻
十
五
―
３
６
３
８ 

 
 

作
者

遣
新
羅
使
・
田
辺
秋
庭

（
解
説
）
こ
れ
が
ま
あ,

あ
の
名
高
い
鳴
門
の
渦
潮
、
そ
の
渦
潮
に
棹さ

お

さ
し
て
玉

藻
を
刈
る
と
い
う
海
人
の
娘
た
ち
な
の
か
！

・
都
で
は
こ
こ
を
旅
し
た
経
験
者
の
間
で
は
高
い
噂
に
な
っ
て
い
た
の
だ
。「
こ

れ
が
あ
の
名
高
い,

大
島
の
鳴
門
で
渦
潮
に
つ
か
っ
て
藻
を
刈
る
海
人
お
と
め

な
ん
だ
な
あ
。」
と
作
者
も
噂
を
聞
き
期
待
し
て
い
た
も
の
に
出
会
っ
た
と
き

の
驚
き
と
喜
び
が
、
歌
全
体
に
み
な
ぎ
っ
て
い
る
。
と
下
田
忠
氏
は
「
万
葉
の

歌
」
の
中
で
述
べ
る
。



波
の
上う

え

に

浮う
き

寝ね

せ
し
夜よ

ひ

何あ

ど
思も

へ
か

心
こ
こ
ろ

悲が
な

し
く

夢い
め

に
見
え
つ
る巻

十
五
―
３
６
３
９

作
者
・
不
詳

（
解
説
）
波
の
上
に
船
で
泊
っ
た
夜
、
何
と
思
っ
て
我
妻
が
、
い
と
し
く

も
夢
に
現
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
と
都
に
置
い
て
き
た
愛
妻
と
会
い
た
さ

か
か
ら
悲
し
く
な
っ
て
し
ま
う
の
だ
。

◎
こ
の
二
首
の
歌
の
題
詞
は
「
大
島
の
鳴
門
を
過
ぎ
て
再
宿
（
ふ
た
よ
）
を
経

て
後
」
に
作
っ
た
と
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
こ
の
海
峡
を
通
過
す
る
時
に
歌
を

作
る
余
裕
も
な
く
必
死
に
な
っ
て
急
潮
を
乗
り
越
え
た
か
を
現
し
て
い
る
と

想
定
で
き
る
。
こ
の
海
峡
が
万
葉
び
と
に
と
っ
て
い
か
に
難
所
で
あ
っ
た
か
と

い
う
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。

・
万
葉
集
に
詠
わ
れ
て
い
る
「
大
島
の
鳴
門
」、
今
の
大
畠
瀬
戸
は
本
土
の
柳

井
市
と
周
防
大
島
と
の
間
に
あ
る
が
最
狭
部
約
７
０
０
ｍ
と
狭
く
最
大
潮
流

９
ノ
ッ
ト
（
自
転
車
で
走
る
速
さ
）
で
潮
が
満
ち
て
く
る
と
き
は
激
し
く
東
流



し
、
引
く
と
き
は
激
し
く
西
流
す
る
。
潮
流
が
停
止
す
る
の
は
、
わ
ず
か

三
、
四
十
分
程
で
あ
り
古
代
の
木
造
船
で
は
こ
こ
を
乗
り
切
る
に
は
常
に

危
険
を
伴
い
、
船
に
乗
っ
て
い
る
全
員
に
と
っ
て
命
が
け
の
と
き
で
あ
っ

た
で
あ
ろ
う
と
想
定
さ
れ
る
。
ま
た
、
大
潮
や
中
潮
の
時
に
は
瀬
戸
内
海

の
潮
の
干
満
の
差
に
よ
っ
て
渦
潮
が
発
生
し
昔
か
ら
海
の
難
所
と
な
っ

て
お
り
多
く
の
行
き
交
う
船
の
航
行
を
苦
し
め
て
き
た
と
伝
え
ら
れ
る
。

・
大
畠
瀬
戸
に
架
か
る
「
大
島
大
橋
」
の
上
か
ら
大
潮
・
中
潮
時
に
下
を
な

が
め
れ
ば
海
が
大
き
な
音
を
た
て
急
流
の
川
の
よ
う
に
流
れ
、
大
き
な
渦

が
所
々
で
発
生
し
自
然
の
力
強
さ
と
雄
大
さ
を
感
じ
る
が
、
そ
れ
と
と
も

に
恐
怖
心
を
感
じ
た
。

（
写
生
地
）
山
陽
本
線
大
畠
駅
か
ら
大
畠
瀬
戸
と
対
岸
に
瀬
戸
内
海
で
淡
路
島
、

小
豆
島
に
次
ぐ
３
番
目
の
大
き
な
島
、
周
防
大
島
を
描
く
。（
杏
花
）



（
大
畠
瀬
戸
・
周
防
大
島
の
位
置
図
）

（
参
考
文
献
）

・
日
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文
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「
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集
」
・
下
田
忠
著
「
万
葉
の
歌
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中
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国
」

・
東
茂
美
著
「
遣
新
羅
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人
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ち
の
歌
」
・
大
畠
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光
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

・
環
境
省
・
国
立
公
園
な
ど


